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橋　　　長　　20000　(於道路中心線上)

200 支　間　長　　19523 200

桁　　　長　　19923

NO.9 +16.7　　　　 　　　　NO.10
+16.7

A1 A2

均しコンクリート
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00

▽EL.278.500

▽EL.271.500

(1000)(1300) (1700)

(4000)(300) (300)

(1
:0
.2
)

(1:0.5)

EL. 284.848

EL. 285.828

Fix

Mov

側　面　図
補修計画一般図

至　穴吹 至　川井

31 29

橋　　　長　　20000　(於道路中心線上)

204 支　間　長　　19523 196

桁　　　長　　19923

NO.9 +16.7　　　　 　　　　NO.10
+16.7

A1 A2

至　穴吹 至　川井
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37
50

37
50

60
0
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00

栃
谷

川

上流側 下流側

6.000%

平　面　図

S=1:100

部材区分

・ 5-1 防錆処理工

5-3 排水桝蓋取替

・ 3-1 伸縮装置取替

・ 2-1 ひび割れ注入工（A1,A2）

枇杷谷橋　補修計画一覧表

・

2.下部工

5.附属物

伸縮装置

・ 2-2 ひび割れ充填工（A1）

・

・

3-2 ひび割れ注入工

主桁・端横桁 鋼部材 1-1 塗装工

補修方法

3.橋面

1.上部工

排水施設

防護柵

・ 5-2 排水管取替、排水溝設置

A1橋台・A2橋台

変位拘束構造 ・ 2-3 断面修復工(A1)

RC部材

・ 1-2 ひび割れ注入工・充填工床版 RC部材

地覆

4.支承 支承 ・ 4-1 塗装工

【床版】1-2 ひび割れ注入工・充填工

【地覆】3-2 ひび割れ注入工

【防護柵】5-1 防錆処理工

【支承】4-1 塗装工

【支承】4-1 塗装工 【支承】4-1 塗装工

縮尺 図面番号

徳島県西部総合県民局

/

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事

S=1:100

補修計画一般図

171

HWL(設計時)
70

06
00

【支承】4-1 塗装工

(1700)

　　　　　　5-3 排水桝蓋取替
【排水施設】5-2 排水管取替、排水溝設置

(4000)

(1000)(1300)

※( )内数値は、部材直角方向寸法を示す

　　　　　　5-3 排水桝蓋取替
【排水施設】5-2 排水管取替、排水溝設置

【主桁・端横桁】1-1 塗装工
【主桁・端横桁】1-1 塗装工

【A1橋台】2-1 ひび割れ注入工

【A1橋台】2-2 ひび割れ充填工
【変位拘束構造】2-3 断面修復工

【A2橋台】2-1 ひび割れ注入工

【伸縮装置】3-1 伸縮装置取替

【伸縮装置】3-1 伸縮装置取替

【床版】1-2 ひび割れ注入工・充填工

【防護柵】5-1 防錆処理工

【防護柵】5-1 防錆処理工

【地覆】3-2 ひび割れ注入工

【主桁・端横桁】1-1 塗装工

【防護柵】5-1 防錆処理工

【地覆】3-2 ひび割れ注入工

【防護柵】5-1 防錆処理工

【
伸
縮
装
置
】
3-1 伸

縮
装
置
取
替

【
伸
縮
装
置
】
3-1 伸

縮
装
置
取
替

　
　
　
　
　
2-2 ひ

び
割
れ
充
填
工

【
A1橋

台
】
2-1 ひ

び
割
れ
注
入
工

【変位拘束構造】2-3 断面修復工
【
A2橋

台
】
2-1 ひ

び
割
れ
注
入
工

一般国道492号

1等橋(TL-20 (昭和55年道示))

20.000m

7.360～7.500m(車道有効幅員)

θ=75゜(主桁に対して)

単純活荷重合成H桁橋

橋台：逆T式橋台(直接基礎、置換コンクリート基礎)

平成2年3月（架設後29年経過）

橋 梁 概 要

路 　 　 線 　 　 名

橋 格

幅 員

上部工

下部工

施工年次

形 　 式

施工年次

栃谷川

形 　 式

交 差 物

添 架 物 無

橋 長

平成2年3月

斜 角

G1 G2 G3 G4

75
°

※ΔW=0.18～0.25m

G1

G2

G3

G4

NO
.1

0

NO
.1

1

K-1

基1-1

バス停留所標識

平成12年徳島県1級基準点(基1-1)
国土調査(点名不明)

灯

実施設計図面



縮尺 図面番号 /

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

S=1:30

主桁補修計画図(その1)

2

・既設塗膜は「湿式による塗膜除去」を実施すること。
　　(補修工法要領図 参照)
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1-SPl PL 300×12×980(SMA50AW)

2-SPl PL 114×14×980(SMA50AW)

28-HTB　M22×95(F10TW)

1-H 900×300×16×28×6749(SMA50AW)

1-H 900×300×16×28×13280
(SMA50AW)
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L
 
1
1
0
×

1
2
×

8
4
5

2-SPl PL 610×12×770(SMA50AW)

56-HTB M22×80(F10TW)

12-PL 90×9×150

1-H 900×300×16×28×6749(SMA50AW)

1-H 900×300×16×28×13280
(SMA50AW)
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L
 
1
1
0
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2
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8
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5
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5

2-SPl PL 610×12×770(SMA50AW)

56-HTB M22×80(F10TW)

1-SPl PL 300×14×1080(SMA50AW)

2-SPl PL 114×22×1080

32-HTB M22×105(F10TW)

1-SPl PL 300×14×1080(SMA50AW)

2-SPl PL 114×22×1080

32-HTB M22×105(F10TW)
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重防食範囲　1450

重防食範囲　1450

重防食範囲　1450

重防食範囲　1450

重防食範囲　1450

重防食範囲　1500

重防食範囲　1500

重防食範囲　1500

重防食範囲　1500

重防食範囲　1500

主桁G1

主桁G2

主桁G3

主桁G4

S1 C1 C2 C3 S2

主桁G1

TO：Rc-   塗装系【T1】

TO：Rc-   塗装系【T1】

200

153

200

153

TO：Rc-   塗装系【T1】

TO：Rc-   塗装系【T1】

325

23
5

450

325

23
5

450

TO：Rc-   塗装系【T1】

200

153

200

153

25
8

21
8

190 200

200 210 200
90

210 200
90

25
8

21
8

190

TO：Rc-   塗装系【T2】

TO：Rc-   塗装系【T2】

TO：Rc-   塗装系【T2】

TO：Rc-   塗装系【T2】

TO：Rc-   塗装系【T2】

500

500

TO :  m2 T塗装工(Rc-   塗装系)

補修工法 記号：単位
通し番号

【記号No.】

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

補修工法一覧表

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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S=1:30

主桁補修計画図(その2)
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・既設塗膜は「湿式による塗膜除去」を実施すること。
　　(補修工法要領図 参照)
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(SMA50AW)
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2-SPl PL 610×12×770(SMA50AW)

56-HTB M22×80(F10TW)

1-H 900×300×16×28×6749(SMA50AW)

1-H 900×300×16×28×13280
(SMA50AW)

2-SPl PL 610×12×770(SMA50AW)

56-HTB M22×80(F10TW)

12-PL 90×9×150

1-SPl PL 300×14×1080(SMA50AW)

2-SPl PL 114×22×1080
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主桁G1

主桁G2
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主桁G4

S1 C1 C2 C3 S2

主桁G2

TO：Rc-   塗装系【T3】

TO：Rc-   塗装系【T3】

TO：Rc-   塗装系【T3】
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TO：Rc-   塗装系【T3】
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TO：Rc-   塗装系【T3】
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TO：Rc-   塗装系【T4】

TO：Rc-   塗装系【T4】
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TO :  m2 T塗装工(Rc-   塗装系)

補修工法 記号：単位
通し番号

【記号No.】

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

補修工法一覧表

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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事業者名
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主桁補修計画図(その3)
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・既設塗膜は「湿式による塗膜除去」を実施すること。
　　(補修工法要領図 参照)
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2
-
P
L
 
1
1
0
×

9
×

8
4
5

2
-
P
L
 
1
1
0
×

9
×

8
4
5

重防食範囲　1500 重防食範囲　1500

重防食範囲　1500

53
5

52
0

53
5

52
0

重防食範囲　1500

重防食範囲　1500

重防食範囲　1500

重防食範囲　1500

53
5

52
0

重防食範囲　1500

53
5

52
0

重防食範囲　1500

重防食範囲　1500

主桁G1

主桁G2

主桁G3

主桁G4

S1 C1 C2 C3 S2

主桁G3

TO：Rc-   塗装系【T5】

TO：Rc-   塗装系【T5】

TO：Rc-   塗装系【T5】

561

TO：Rc-   塗装系【T5】

561

TO：Rc-   塗装系【T5】

600

600

28
7

28
7

43070

43070

TO：Rc-   塗装系【T6】

TO：Rc-   塗装系【T6】

TO：Rc-   塗装系【T6】

TO：Rc-   塗装系【T6】

TO：Rc-   塗装系【T6】

190 190

500

500

500

500

TO :  m2 T塗装工(Rc-   塗装系)

補修工法 記号：単位
通し番号

【記号No.】

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

補修工法一覧表

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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縮尺 図面番号 /

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

S=1:30

主桁補修計画図(その4)

5

・既設塗膜は「湿式による塗膜除去」を実施すること。
　　(補修工法要領図 参照)

栃
谷
川

橋長 20.000m
　　　 　　　A1 A2

配　置　図

120
=390
6@65

=390
6@65

37

500 500

20
0

=455
7@65 80

=455
7@65

30
0

37
4014

6 40
37

500 500

20
0

=455
7@65 80

=455
7@65

30
0

500 500

5700 500 500

20
0

20
0

20
0 30
0

20
0 30
0

20
030
0

20
030
0

6740

40 40

A1

A2

右側

左側

上フランジ下面

右側

左側

下フランジ上面

右側

左側

下フランジ下面

1100 1053.9 1626.93@1626.9=4880.8 1100

=225
3@75 80

=225
3@75

6500

200

(足場補助材ピッチ)

28
84

5
28

90
1

3@1626.9=4880.8 3@1626.9=4880.8

13023

支間長　19523

桁　長　19923

28
84

5
28

90
1

200

4880.8

=225
3@75 80

=225
3@75

6500

200

(補剛材ピッチ)

28
84

5
28

90
1

4880.8 4880.8

13023

支間長　19523

桁　長　19923

28
84
5

28

90
1

200

ウェブ右側

ウェブ左側

桁　長　19923

桁　長　19923

37
40

14
6

40
37

10
5
6@
11
5=
69
0
10

5
10
5
6@

11
5=
69

0
10
5

4880.8

12223

13263

40
4014

6
37

5700 12223

300

200～300

16

1-SPl PL 300×12×980(SMA50AW)

2-SPl PL 114×14×980(SMA50AW)

28-HTB　M22×95(F10TW)

1-H 900×300×16×28×6749(SMA50AW)

1-H 900×300×16×28×13280
(SMA50AW)

2
-
P
L
 
1
1
0
×

1
2
×

8
4
5

2-SPl PL 610×12×770(SMA50AW)

56-HTB M22×80(F10TW)

1-H 900×300×16×28×6749(SMA50AW)

1-H 900×300×16×28×13280
(SMA50AW)

1
-
P
L
 
1
1
0
×

9
×

8
4
5

2-SPl PL 610×12×770(SMA50AW)

56-HTB M22×80(F10TW)

12-PL 90×9×150

1-SPl PL 300×14×1080(SMA50AW)

2-SPl PL 114×22×1080

32-HTB M22×105(F10TW)

1-SPl PL 300×14×1080(SMA50AW)

2-SPl PL 114×22×1080

32-HTB M22×105(F10TW)

2
-
P
L
 
1
1
0
×

1
2
×

8
4
5

2
-
P
L
 
1
1
0
×

1
2
×

8
4
5

2
-
P
L
 
1
1
0
×

1
2
×

8
4
5

1
-
P
L
 
1
1
0
×

9
×

8
4
5

1
-
P
L
 
1
1
0
×

9
×

8
4
5

重防食範囲　1500

重防食範囲　1500

重防食範囲　1500

重防食範囲　1500

重防食範囲　1500

重防食範囲　1440

重防食範囲　1440

重防食範囲　1440

重防食範囲　1440

重防食範囲　1440

主桁補修計画図(その4) S=1:30

主桁G1

主桁G2

主桁G3

主桁G4

S1 C1 C2 C3 S2

主桁G4

TO：Rc-   塗装系【T7】

TO：Rc-   塗装系【T7】

200

TO：Rc-   塗装系【T7】

TO：Rc-   塗装系【T7】

315

23
7

500

315

23
7

500

TO：Rc-   塗装系【T7】

200150

200150

190 200

200 315

315

23
7

190

TO：Rc-   塗装系【T8】

TO：Rc-   塗装系【T8】

TO：Rc-   塗装系【T8】

TO：Rc-   塗装系【T8】

TO：Rc-   塗装系【T8】

150

200

150

23
7

200

200440

440

TO :  m2 T塗装工(Rc-   塗装系)

補修工法 記号：単位
通し番号

【記号No.】

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

補修工法一覧表

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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縮尺 図面番号 /

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

S=1:40

・既設塗膜は「湿式による塗膜除去」を実施すること。
　　(補修工法要領図 参照)

栃
谷
川

橋長 20.000m
　　　 　　　A1 A2

配　置　図

TO :  m2 T塗装工(Rc-   塗装系)

横桁補修計画図(その1) S=1:40

端横桁S1

11
6

80216980

11
611
6

3@2329.4=6988.2

R50

R50

58
40

=4
00

5@
80

40
58

48
0

30
4

59
6

90
0

（終点側正面）

10
0

3@2329.4=6988.2

10
0

10
0

中間横桁C1

（起点側）

（終点側）

8080 2169
80

10
0

3@2329.4=6988.2

10
0

10
0

35
82
35

35
82
35

90
0

10
0
15
2
39

6
15

2
10
0

上フランジ(下面)

1-H 596×199×10×15×2252
12-HTB M22×65(F10TW)

19
9

（起点側正面）

1-H 596×199×10×15×2252
12-HTB M22×65(F10TW)

1-H 596×199×10×15×2252
12-HTB M22×65(F10TW)

11
6 11
6 11
6

3@2329.4=6988.2

80
216980

80
216980

80 2169 80
80

2169 80
80

2169 80

下フランジ(上面)

19
9

ウェブ

2-CT 95×152×8×8×2251(2250)

8-HTB M22×600(F10TW)

2-CT 95×152×8×8×2251(2250)

8-HTB M22×600(F10TW)

2-CT 95×152×8×8×2251(2250)

8-HTB M22×600(F10TW)

80 2169
80

80 2169

80 802169
80

802169
80

802169

中間横桁C2

（起点側正面）

8484

84

3@2329.4=6988.2

80216980

84 84

84

3@2329.4=6988.2

（終点側正面）

58
40

=4
00

5@
80

40
58

48
0

30
4

59
6

90
0

=225
3@75

100
220

100
=225
3@75

=225
3@75

85
75
140
75
85
=225
3@75

37
12
537

63 12
563 37

12
5

37

下フランジ(上面)

上フランジ(下面)

ウェブ

1-PL 199×19×950
4-HTB M22×90(F10TW)
16-HTB M22×75(F10TW)

1-PL 199×19×950
4-HTB M22×90(F10TW)
16-HTB M22×75(F10TW)

19
9

1-H 596×199×10×15×2251
12-HTB M22×60(F10TW)

1-H 596×199×10×15×2251
12-HTB M22×60(F10TW)

1-H 596×199×10×15×2251
12-HTB M22×60(F10TW)

80
216980

80
216980

19
9

80 2169 80
80

2169 80
80

2169 80

(重防食塗装部)

中間横桁C3 端横桁S2

主桁G1

主桁G2

主桁G3

主桁G4

中間横桁C2端横桁S1 中間横桁C1

横桁補修計画図(その1)

6

G1 G2 G3 G4

G1 G2 G3 G4

G1 G2 G3 G4

G1G2G3G4

G1 G2 G3 G4

G1G2G3G4

G1 G2 G3 G4

G1 G2 G3 G4

G1 G2 G3 G4

G1G2G3G4

TO：Rc-   塗装系【T9】

ウェブ ウェブ

下フランジ(下面)

19
9

=225
3@75

85
75
140
75
85
=225
3@75

63 12
563 37

12
5

37

下フランジ(下面)

19
9

G1 G2 G3 G4
G1 G2 G3 G4

TO：Rc-   塗装系【T9】

1950 1950 1950

TO：Rc-   塗装系【T9】

1950 1950 1950

1950 1950 1950

TO：Rc-   塗装系【T9】

補修工法 記号：単位
通し番号

【記号No.】

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

補修工法一覧表

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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縮尺 図面番号 /

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

S=1:40

・既設塗膜は「湿式による塗膜除去」を実施すること。
　　(補修工法要領図 参照)

栃
谷
川

橋長 20.000m
　　　 　　　A1 A2

配　置　図

TO :  m2 T塗装工(Rc-   塗装系)

横桁補修計画図(その2)

7

横桁補修計画図(その2) S=1:40

端横桁S2

（起点側）

（終点側正面）

515151

3@2329.4=6988.2

58
40

=4
00

5@
80

40
58

48
0

30
4

59
6

90
0

51 51 51

3@2329.4=6988.2

10
0

3@2329.4=6988.2

10
0

10
0

中間横桁C3

（起点側）

（終点側）

8080 2169
80

10
0

3@2329.4=6988.2

10
0

10
0

35
82
35

35
82
35

90
0

10
0
15
2
39

6
15

2
10
0

2-CT 95×152×8×8×2251(2250)

8-HTB M22×600(F10TW)

2-CT 95×152×8×8×2251(2250)

8-HTB M22×600(F10TW)

2-CT 95×152×8×8×2251(2250)

8-HTB M22×600(F10TW)

80 2169
80

80 2169

80 802169
80

802169
80

802169

ウェブ

R50

1-H 596×199×10×15×2250
12-HTB M22×65(F10TW)

1-H 596×199×10×15×2250
12-HTB M22×65(F10TW)

1-H 596×199×10×15×2250
12-HTB M22×65(F10TW)

80216980
80

216980
80

216980

80 2169 80
80

2169 80
80

2169 80

上フランジ(下面)

19
9

下フランジ(上面)

19
9

(重防食塗装部)

端横桁S1 中間横桁C1 中間横桁C2

主桁G1

主桁G2

主桁G3

主桁G4

中間横桁C3 端横桁S2

G1 G2 G3 G4

G1G2G3G4

G1 G2 G3 G4

G1 G2 G3 G4

G1 G2 G3 G4

G1G2G3G4

下フランジ(下面)

19
9

G1 G2 G3 G4

TO：Rc-   塗装系【T10】

TO：Rc-   塗装系【T10】

1950 1950 1950

1950 1950 1950

1950 1950 1950

TO：Rc-   塗装系【T10】

TO：Rc-   塗装系【T10】

補修工法 記号：単位
通し番号

【記号No.】

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

補修工法一覧表

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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縮尺 図面番号 /

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

S=1:6

・既設塗膜は「湿式による塗膜除去」を実施すること。
　　(補修工法要領図 参照)

栃
谷
川

橋長 20.000m
　　　 　　　A1 A2

配　置　図

TO :  m2 T塗装工(Rc-   塗装系)

支承補修計画図(その1) S=1:6

300

30
3

70
632

14
0

10
2232

28
0

12
56

12

80
10

0
10

0

φ
41

20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90

420

主桁G1

63

876

80

20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90

25

20
5

25

629
12

47

43 64 18

125

φ36

436418

125

φ36

300

10
2232

28
0

12
56

12

80
10

0
10

0

φ
41

420

主桁G2

20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90

25

20
5

25

43 64 18

125

φ36

436418

125

φ36

300

10
2232

28
0

12
56

12

80
10

0
10

0

φ
41

420

主桁G3

20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90

25

20
5

25

43 64 18

125

φ36

436418

125

φ36

300

10
2232

28
0

12
56

12

80
10

0
10

0

φ
41

420

主桁G4

20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90

25

20
5

25

43 64 18

125

φ36

436418

125

φ36

20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90 20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90 20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90

30
3

70
632

14
0

629
12

47

30
3

70
632

14
0

629
12

47

30
3

70
632

14
0

629
12

47

支承101

（平面図）

（正面図）

支承102

（平面図）

（正面図）

支承103

（平面図）

（正面図）

支承104

（平面図）

（正面図）

24

右
　
28
3

左
　
26
4

900

支承104

支承101

支承102

支承103

S1 C1 C2 C3 S2

G1

G2

G3

G4

支承補修計画図(その1)

8

TO：Rc-   塗装系【T11】

TO：Rc-   塗装系【T11】

(固定支承)

TO：Rc-   塗装系【T11】

TO：Rc-   塗装系【T12】 TO：Rc-   塗装系【T13】 TO：Rc-   塗装系【T14】
90 65

873

80

27

右
　
28
7

左
　
27
3

900

TO：Rc-   塗装系【T12】

90 63

869

85

31

右
　
30
8

左
　
29
2

900

TO：Rc-   塗装系【T13】

90 65

869

80

31

右
　
31
5

左
　
29
5

900

TO：Rc-   塗装系【T14】

90

TO：Rc-   塗装系【T12】 TO：Rc-   塗装系【T13】 TO：Rc-   塗装系【T14】

支承塗装面積　

　線支承(LB-105(Fix-R50-e20)-S56)
　既往資料(設計図面)より、A=0.31m2/基
　

補修工法 記号：単位
通し番号

【記号No.】

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

補修工法一覧表

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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縮尺 図面番号 /

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

S=1:6

・既設塗膜は「湿式による塗膜除去」を実施すること。
　　(補修工法要領図 参照)

栃
谷
川

橋長 20.000m
　　　 　　　A1 A2

配　置　図

TO :  m2 T塗装工(Rc-   塗装系)

支承補修計画図(その2)

9

支承補修計画図(その2) S=1:6

300

10
2232

28
0

12
56

12

80
10

0
10

0

φ
41

20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90

420

主桁G4

20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90

25

20
5

25

43 64 18

125

φ36

436418

125

φ36

300

28
0

12
56

12

80
10

0
10

0

φ
41

420

主桁G3

300

28
0

12
56

12

80
10

0
10

0

φ
41

420

主桁G2

300

28
0

12
56

12

80
10

0
10

0

φ
41

420

主桁G1

92

882

74
　

20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90 20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90 20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90

支承201

（平面図）

（正面図）

支承202

（平面図）

（正面図）

支承203

（平面図）

（正面図）

支承204

（平面図）

（正面図）

30
3

70
628

629
12

47
13

6

10
2232

20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90

25

20
5

25

43 64 18

125

φ36

436418

125

φ36

30
3

70
628

629
12

47
13

6

10
2232

20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90

25

20
5

25

43 64 18

125

φ36

436418

125

φ36

30
3

70
628

629
12

47
13

6

10
2232

20
180

20220

12 73 5

90

5 73 12

90

25

20
5

25

43 64 18

125

φ36

436418

125

φ36

30
3

70
628

629
12

47
13

6

支承203

支承204

18

10 30

右
　
20
6

左
　
20
0

900

支承201

支承202
G1

G2

G3

G4
S1 C1 C2 C3 S2

(可動支承)

92

878

75

22

13 27

右
　
20
9

左
　
20
0

900

88

883

63

17

11 29

右
　
20
3

左
　
19
7

900

90

892

72

8

10 30

右
　
20

2
左
　
19

7

900

TO：Rc-   塗装系【T15】 TO：Rc-   塗装系【T16】 TO：Rc-   塗装系【T17】 TO：Rc-   塗装系【T18】

TO：Rc-   塗装系【T15】 TO：Rc-   塗装系【T16】 TO：Rc-   塗装系【T17】 TO：Rc-   塗装系【T18】

TO：Rc-   塗装系【T15】 TO：Rc-   塗装系【T16】 TO：Rc-   塗装系【T17】 TO：Rc-   塗装系【T18】

支承塗装面積　

　線支承(LB-106(Mov-R50-e20)-S56)
　既往資料(設計図面)より、A=0.27m2/基
　

補修工法 記号：単位
通し番号

【記号No.】

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

補修工法一覧表

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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腐食(角)

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

損傷凡例

0.2～0.5

mm未満
0.5～1.0

1.0mm以上

橋長 20.000m
　　　 　　　A1 A2

配　置　図

床版補修計画図 S=1:40

縮尺 図面番号 /

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

S=1:40

床版補修計画図

10

A1 A2

栃
谷
川

22
50

22
50

22
50

67
50

22
50

22
50

22
50

67
50

200 4881 4881 4881 4881 200

19922

200 4881 4881 4881 4881 200

19922

30
0

30
0

30
0

30
0

床版01

床版02

床版03

床版04

床版05

0.2

0.2
L=600

0.2 0.2
L=400 L=300

0.2
L=600

0.2
L=400

0.2 L=400 0.25

0.2 0.2

0.2L=500

L=300 L=200

L=400

0.2

0.2
L=300

L=700

0.3
L=1000.25

L=300
0.2

L=300

0.2
L=300

0.2
L=500

0.2
L=600

0.3
L=100

0.2
L=400

0.2
L=1200

0.2
L=200

0.2
L=1400

0.2

L=1000

0.2
L=400

0.2
L=400

0.2
L=400 0.2

L=800

0.2
L=1700

0.2
L=200

0.2

0.2
L=200 L=200

0.2

0.20.2
L=500 L=400

L=300

0.2
L=900

L=200

L=100

L=4000.2
L=600

0.2
L=300

0.2
L=500

0.2
L=800

0.2
L=1900

0.2

L=300
0.2

L=1500

0.2
L=600

0.2
L=200

0.2
L=500 L=600

0.2

0.2
L=800

0.2
L=600

0.2
L=400

0.2

L=400

L=800

0.2
L=700

0.2

0.2
L=500

0.2
L=500

0.2
L=400

0.2
L=1100

0.2
L=300

0.2
L=300

0.2
L=700

0.2
L=500

0.2
L=500

0.2
L=400

0.2
L=900

0.2
L=200

0.2
L=800

0.2
L=700 0.2

L=500

0.2
L=400

0.2
L=900

0.2
L=300

0.2
L=300

0.2
L=300

0.2
L=500

0.2
L=600

0.2
L=1000

0.2
L=1000

0.2
L=700

0.2
L=1600

0.2
L=900

0.2
L=400

0.2
L=900

0.2
L=1000

0.2
L=300

0.2
L=400

0.2
L=5000.2

L=1100

0.2
L=700

0.2
L=500

0.2
L=1100

0.2
L=800

0.2
L=1300

0.2
L=700

0.2
L=400

0.2
L=100

0.2
L=1800

0.3
L=400

0.2

0.2
L=300

L=250

0.2
L=100

通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照

　2.補修数量・通し番号→数量計算書と対応

 DA  = 10.14m2 【D1】

補修記号

補修工法一覧表

補修工法 記号：単位
通し番号

【記号No.】

HI 2:  0.30 m J
ひび割れ充填工
(土木補修用充填材ポリマーセメント系)

ひび割れ注入工
(土木補修用エポキシ樹脂注入材) HI 1: 60.75 m C

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

床版04

床版03

床版05

床版01

床版02

S1 C1 C2 C3 S2

G1

G2

G3

G4

栃
谷
川

HI2 = 0.20m【J1】

HI2 = 0.10m【J2】

HI1 = 0.90m【C2】
W = 0.20mm

HI1 = 0.40m【C3～4】
W = 0.20mm

側面図

50
0

(下)

(上)

0.3 L=600

0.2 L=300

HI1 = 0.60m【C1】
W = 0.30mm

HI1 = 0.30m【C5】
W = 0.20mm

HI1 = 0.60m【C6】
W = 0.20mm

HI1 = 0.70m【C7～8】
W = 0.20mm

HI1 = 1.40m【C9～11】
W = 0.20mm

HI1 = 0.50m【C12】
W = 0.25mm

HI1 = 0.90m【C13～15】　
W = 0.20mm

HI1 = 1.00m【C16～17】
W = 0.20mm

HI1 = 0.30m【C21】
W = 0.25mm

HI1 = 0.10m【C22】
W = 0.30mm

HI1 = 1.10m【C18～20】
W = 0.20mm

0.2
L=200

側面図

50
0

(下)

(上)

HI1 = 5.50m【C23～32】
W = 0.20mm

HI1 = 5.10m【C33～37】
W = 0.20mm

HI1 = 1.40m【C38～40】
W = 0.20mm

HI1 = 1.00m【C41～44】
W = 0.20mm

HI1 = 0.9m【C45～46】
W = 0.20mm

HI1 = 1.70m【C47】
W = 0.20mm

HI1 = 7.00m【C48～58】
W = 0.20mm

HI1 = 0.1m【C59】
W = 0.30mm

HI1 = 1.90m【C60～61】
W = 0.20mm

HI1 = 0.40m【C62】
W = 0.30mm

HI1 = 3.20m【C63～66】
W = 0.20mm

HI1 = 3.40m【C67～70】
W = 0.20mm

HI1 = 6.00m【C71～78】
W = 0.20mm

HI1 = 0.55m【C103～104】
W = 0.20mm

HI1 =13.80m【C79～102】
W = 0.20mm

至　穴吹 至　川井

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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腐食(角)

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

損傷凡例

0.2～0.5

mm未満
0.5～1.0

1.0mm以上

縮尺 図面番号 /

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

S=1:50

下部工補修計画図(その1)

11

橋長 20.000m
　　　 　　　A1 A2

配　置　図

下部工補修計画図(その1) S=1:50

流向

5%

10
00

40
95

14
45

65
40

10
00

36
51

15
08

61
59

170

636 3819 3815 610

8880

4625 4425

9050

10
00

38
74

14
74

63
48

1700 1300 1000

4000

10
00

36
51

15
08

61
59

1300
50
0
30

0

41
0

80
0

170013001000

4000

10
00

40
95

14
45

65
40

400900

1300

50
0
30

0

41
0

80
0

5900

400 900

4200

橋座平面図

正　面　図 側　面　図側　面　図

0.2 L=1300

L=500

50
0

420

380

L=500
W=150

420

45
0

1161 3@2329.3=6988 731

8880

67
8

19
3 29
40
0

13
00

70
2

20
0 30
41
4

380 420
420

44
0

64
0

730

35
0

62
0

760

37
0

760
65
0 41

0

690

65
0

A1橋台

A1橋台

S1 C1 C2 C3 S2

G1

G2

G3

G4

栃
谷
川

通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照

　2.補修数量・通し番号→数量計算書と対応

 DA  = 10.14m2 【D1】

補修記号

補修工法一覧表

補修工法 記号：単位
通し番号

【記号No.】

HI 2:  0.50 m J
ひび割れ充填工
(土木補修用充填材ポリマーセメント系)

ひび割れ注入工
(土木補修用エポキシ樹脂注入材) HI 1:  1.30 m C

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

断面修復工：鉄筋露出無し

カッター工

DA  :  0.08 m2 D

KL  :  1.10 m -

HI2 = 0.50m【J3】

DA = 0.08m2【D1】
KL = 1.10m

HI1 = 1.30m【C105】
W = 0.20mm

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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腐食(角)

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

損傷凡例

0.2～0.5

mm未満
0.5～1.0

1.0mm以上

縮尺 図面番号 /

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

S=1:50

下部工補修計画図(その2)

12

橋長 20.000m
　　　 　　　A1 A2

配　置　図

S=1:50下部工補修計画図(その2)

A2橋台

流向

2.2%

10
00

49
52

14
69

74
21

10
00

47
52

15
04

72
56

638 3892 3884 666

9080

4530 4690

9220

10
00

48
52

14
76

140

73
28

1000 1300 1700

4000

10
00

47
52

15
04

72
56

900 400

1300

500

50
0
30

0

41
0

80
0

100013001700

4000

10
00

49
52

14
69

74
21

900

1300

500

50
0
30
0

41
0

80
0

836 3@2329.3=6988

9080

1256

29
40
0

13
00

67
8

19
3

41
4

3020
0

70
2

400

8000 2120

正　面　図 側　面　図側　面　図

0.2
L=900

0.2
L=700

0.2
L=600

0.6
L=200

0.2
L=400

0.2
L=1000

L=300
0.2

0.2
L=100

0.4
L=300

0.2
L=300

0.2
L=700

0.2
L=600

0.2
L=9000.2

L=1300

0.2
L=700

0.3
L=350

0.2
L=200 0.2

L=250

41
0

440

420

420

42
0

フーチング平面図

0.2
0.20.2

L=300 L=500 L=400

橋座平面図

10
00

65
0

770

42
0

420 420440

42
0

720

64
0 42

0

65
0

770
730

48
0

65
0

A2橋台

S1 C1 C2 C3 S2

G1

G2

G3

G4

栃
谷
川

通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照

　2.補修数量・通し番号→数量計算書と対応

 DA  = 10.14m2 【D1】

補修記号

補修工法一覧表

補修工法 記号：単位
通し番号

【記号No.】

ひび割れ注入工
(土木補修用エポキシ樹脂注入材) HI 1:11.00 m C

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

HI1 = 0.70m【C106】
W = 0.20mm

HI1 = 0.30m【C107】
W = 0.40mm

HI1 = 0.10m【C108】
W = 0.20mm

HI1 = 1.30m【C109～110】
W = 0.20mm

HI1 = 0.40m【C111】
W = 0.20mm

HI1 = 0.30m【C112】
W = 0.20mm

HI1 = 0.70m【C113】
W = 0.20mm

HI1 = 0.60m【C114】
W = 0.20mm

HI1 = 0.20m【C116】
W = 0.60mm

HI1 = 1.30m【C115】
W = 0.20mm

HI1 = 0.90m【C117】
W = 0.20mm

HI1 = 0.90m【C118】
W = 0.20mm

HI1 = 0.70m【C119】
W = 0.20mm

HI1 = 0.60m【C120】
W = 0.20mm

HI1 = 0.30m【C121】
W = 0.20mm

HI1 = 0.50m【C122】
W = 0.20mm

HI1 = 0.40m【C123】
W = 0.20mm

HI1 = 0.20m【C124】
W = 0.20mm

HI1 = 0.25m【C126】
W = 0.20mm

HI1 = 0.35m【C125】
W = 0.30mm

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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腐食(角)

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

損傷凡例

0.2～0.5

mm未満
0.5～1.0

1.0mm以上

橋長 20.000m
　　　 　　　A1 A2

配　置　図

橋面補修計画図 S=1:50

縮尺 図面番号 /

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

図　示

橋面補修計画図

13

60
0

60
0

82
00
+2
Δ
W

35
00
+Δ

W
35

00
+Δ

W

71
0～

11
50

67
50

80
0～

11
80

250

250

500

500

30 19923 30

20000

A1 A2

593

7637

606

632

7791

620

栃
谷
川

上流側　地覆・防護柵

0.2
L=400

HI1 = 0.40m【C127】
W = 0.20mm

通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照

　2.補修数量・通し番号→数量計算書と対応

 DA  = 10.14m2 【D1】

補修記号

補修工法一覧表

補修工法 記号：単位
通し番号

【記号No.】

ひび割れ注入工
(土木補修用エポキシ樹脂注入材) HI 1:0.40 m C

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

防錆処理工(常温亜鉛メッキ) BO  :  m2 B

    上流側防護柵 N=11箇所 (支柱天端)【B2】
BO  上流側防護柵 L=20.000m(上段横梁)【B1】

    下流側防護柵 N=11箇所 (支柱天端)【B4】
BO  下流側防護柵 L=20.000m(上段横梁)【B3】

栃
谷
川

下流側　地覆・防護柵

至　穴吹 至　川井

85
0

支柱φ76.3×3.2

φ139.8×4.0

200020002000

110

防護柵防錆処理工　詳細図 S=1:20

防錆処理工(常温亜鉛メッキ)
上段横梁

防錆処理工(常温亜鉛メッキ)
上段横梁 A=0.44m2/m

防錆処理工(常温亜鉛メッキ)
支柱天端 A=0.01m2/箇所

φ
14

0

125

【上段横梁】1.0m当りの塗装面積
　A=π*0.14*1.00 = 0.44m2/m

【支柱天端】1.0箇所当りの塗装面積
　A=0.125*0.110 = 0.01m2/箇所

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事

17



排水桝蓋　取替計画図

R=
20

R=15

20 20 20 20

300

220
14
 
31

25
0

15
5

45

45
0

20
 

21
4

 2
0

25
4

22 11@30=330330  22

374

 2
0

10 20

R=15

記号
1

品名
桝蓋

材質
FC250

数量
1

備考

φ100

φ124

防錆塗装

300

42
0

既設排水桝

1 排水桝蓋
　取替

排水桝蓋　構造図

既設排水桝

1 排水桝蓋
　取替

300

30
0

50 50

60

PU1-B300-H300(プレキャスト側溝) 

敷モルタル(1:3)

PU1-B300-H300

10
0

10
0

25
50
25 50

55 60

25
30

30
30

VPφ125

6 10
6

6

300(橋台部)
292(鋼桁部)

300(橋台部)
292(鋼桁部)

158

φ
140

230(橋台部)
222(鋼桁部)φ14068

50 50
100

50
10

0
50

20
0

14x30
長孔

9

 1 - PL 100x6x200

 2 - PL 100x6x340

 1 - PL 100x9x200

 6 - BN M-12x40

1.特記なき部材はSS400、溶融亜鉛メッキとする。

注記）

取付金具(鋼桁部1箇所あたり)

2.取付金具は排水管取付位置決定後、寸法決定すること。

50

14x30
長孔

14φ孔

 1 - PL 100x6x210

 2 - PL 100x6x340

 1 - PL 100x9x200

 4 - BN M-12x40

取付金具(橋台部1箇所あたり)

 2 -コンクリートアンカー　M12x70

取付金具

10.0m当たり

数量

0.090

16.5

PU1-B300-H300

名称

敷モルタル(1:3) m3

PU1-B300-H300 個

300

Web、橋台

S=1:10

S=1:10

S=1:10

均しコンクリート
18-8-40,W/C≦60%

50
～
13

030

0.270均しコンクリート　18-8-40,W/C≦60% m3

1.800型枠(均しコンクリート) m2

小口止め
18-8-40,W/C≦60%

1.0箇所当たり

数量

0.18

0.01

小口止め

名称

型枠(無筋) m2

コンクリート　18-8-40,W/C≦60% m3

栃
谷
川

60
0

75
00

60
0

排水桝蓋取替　N=1箇所
排水管取替　　N=1箇所
排水溝設置　　L=4.2m

1500

A1 A2

位　置　図
橋長 20.000m

排水施設補修計画図

縮尺 図面番号 /

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

図　示

排水施設補修計画図

14

既設排水桝
桝蓋取替

既設排水管
VPφ125×1000

既設排水管(延長管)
VPφ150

土
砂

詰
ま

り

既設排水桝
桝蓋取替

排水管VPφ125
L=4.0m排

水
管
取
替

PU1-B300-H300
設置

（現況） （改良計画）
(1:0.5)

Fix

30
02.000%

敷モルタルt=30mm
均しコンクリート(勾配調整) 河川

排水管取替・排水溝設置　計画図

A1橋台正面図 A1橋台正面図 A1橋台側面図

既設排水桝
桝蓋取替

22
0

15
00

15
00

地表面 地表面

敷モルタルt=30mm
均しコンクリート(勾配調整)

50
0取付金具

取付金具

取付金具

地表面

S=1:50

排水管VPφ125
L=4.0m

PU1-B300-H300  L=4.2m

取付金具

15
00

50
0

15
00

50
30

13
0

30

小口止め

主桁G1

主桁G2

主桁G3

主桁G4

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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配　置　図

栃
谷
川

A1

F

A2

M

30 桁長　19940 30

橋長　20000

60
0

3
7
50

37
5
0

60
0

87
0
0

伸縮装置取替
シール材充填(地覆部)

伸縮装置取替
シール材充填(地覆部)

断   面   図 S=1:50

平   面   図 S=1:50

伸縮装置取替　L=7.634m(A1)

2
50

2
50

シール材

シール材

1646

2@2250=4500

633

A1
A2

1567

2@2250=4500

156
7

7634

610

612

1630

7776

635

75°

75°

伸縮装置取替　L=7.776m(A2)

シール材充填　L=0.610m(A1)

シール材充填　L=0.633m(A2)

シール材充填　L=0.612m(A1)

シール材充填　L=0.635m(A2)

シール材充填

シール材充填

シール材充填

シール材充填

伸 縮 継 手 断 面 図 S=1:5

シリコン系シール材

車道用,通し筋を含む

備  考材  質名        称

伸 縮 継 手 材 料 表 

地覆部

コンクリートアンカー D16用

超速硬コンクリート

表面鋼製ゴムジョイント-20用
SD345 弾性シール材
SS400 合成ゴム

A1数量 合　　計

m7.634 m7.634

リッター0.75 リッター1.52

m30.515 m31.040

本136 本272

A2数量

リッター0.77

m30.525

本136

m7.776

注）伸縮継手長を含む各寸法および数量は現地測量後決定すること。

型

枠

材

D2
2

4
0

7
5

400

橋台側

350

桁側

29

150 1508080

250 2501246～6612

弾性シール材

9
0

現 場 溶 接

通し筋  D13

ctc250

コンクリートアンカー D16用

9
0

ctc250

コンクリートアンカー D16用

超速硬コンクリート

表面鋼製ゴムジョイント-20用

車道部

5～25

4
0

D2
2

材

枠

型

7
5

250 25012

5～30

12

150 1508080

400

橋台側

350

桁側

29

9
0

表面鋼製ゴムジョイント-25用

車道部

9
0

ctc250

コンクリートアンカー D16用

超速硬コンクリート
弾性シール材

現 場 溶 接

通し筋  D13

ctc250

コンクリートアンカー D16用

61～86

A1 A2

表面鋼製ゴムジョイント-25用 〃 m7.776 車道用,通し筋を含む

σck≧36N/mm2

縮尺 図面番号 /

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

図　示

伸縮継手詳細図

15

伸縮継手詳細図

地覆部　シール材充填図

29

1
5

シール材

プライマー塗布

バックアップ材

S=1:2

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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補修工法要領図

防錆処理工　　　　・・・・・・高温で処理する従来の溶融亜鉛めっきに対し、常温で場所を問わずめっきの代替や鉄の錆止めを目的とした塗装工。
　　　　　　　　　　　　　　　※標準2回塗り

【塗装工程】

素地調整

常温亜鉛めっき塗料

常温亜鉛めっき塗料

合　計

3

2

1

※実塗布量(g/m2)

ハケ ドライ

塗膜(μm) 回数

手工具処理・2種　ワイヤーブラシ、研磨布、研磨紙等

250

250

500

300

300

600

40

40

1

1

ウェット

80

※実塗布量ハケ塗装で20%のロス分を含む。

塗布量
(g/m2)

塗装間隔
(20°C)

参考とする工法：ローバル工法（ハケ）

防錆処理工：BO

断面修復工(左官仕上げ工法)：DA

開　　　始

コンクリート脆弱部
のはつり

打音調査
(補修箇所の特定)

　　　清　　　掃

下地処理として
接着増強下地処理材塗布

コンクリートの欠損部に
ポリマーセメントモルタル充填

養　　　　生

終　　　了

施工フロー

必要に応じて鉄筋ケレン
防錆処理の実施

断面修復工・・・・・・既設コンクリートのうき、剥離、鉄筋露出箇所等に対し、劣化コンクリート部を
　　　　　　　　　　　除去した後に、ポリマーセメントモルタルを用いて断面を修復する工法。

補修要領現状

断面修復　t=10mm

【鉄筋露出を伴わない場合】

欠損、劣化部
(0.5cm程度)

既設コンクリート
鉄筋

既設コンクリート
鉄筋

10
mm

断
面

修
復

カッター工
(10mm程度)

断面修復材
ポリマーセメントモルタル

下地処理
接着増強下地処理材

DA

施工要領図

素地調整
(剥離剤工法:水系塗膜はく離剤<中性>）
(必要に応じて素地調整程度 3種A、Bを実施)

塗装工(Rc-　塗装系)：TO

塗装工(Rc-　塗装系)・・・・・・鋼部材の腐食や防食機能の劣化に対し、再塗装を行う。
　　　　　　　　　　　　　　　 3種ケレン後、鋼材露出部に弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料を塗布
　　　　　　　　　　　　　　　 し、弱溶剤形変性エポキシ樹脂の下塗り2回を行い、中塗り、上塗り
　　　　　　　　　　　　　　　 に弱溶剤形ふっ素樹脂塗料を用いる。

弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗り(素地調整部のみ)下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗り(※2)下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗り下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗上塗

素地調整

(200g/m2)

200g/m2

200g/m2

140g/m2

120g/m2

1日～10日

1日～10日

1日～10日

2日～10日

塗料名塗装工程 使用量 塗装間隔

開　　　始

清掃・水洗い

施工フロー

素地調整

下塗り(鋼材露出部)

下塗り(2回)

中塗(1回)

上塗(1回)

養　　生

終　　　了

※既設塗膜は「コールタール」が含有されているため、「湿式による
　塗膜除去」を実施すること。

剥離剤工法→サンダーケレン(※3)→脱脂洗浄

・ディスクサンダーは吸塵式タイプを使用し、錆部をケレンする。

・耐候性鋼材の錆は固着が強い為、素地調整では、フラット型ダイヤモンドケレン工具を用いて施工を行うこと。

・サンダーケレン後に剥離剤が残るボルト部等は脱脂洗浄を行い剥離剤を除去する。

・耐候性鋼材の錆部では、付着塩分が錆内部に多く滞留しているので水流量を多くし十分な水洗いを行うこと。

剥離剤工法(1回施工)
水系塗膜はく離剤<中性>(※1)
(塗膜除去後、必要に応じてサンダーケレン(素地調整程度 3種A、B)を実施)

Rc-III塗装系　水系塗膜はく離<中性>/標準工法

1000g/m2

（※1）

・下塗1層目では、入隅・出隅・溶接部・ボルト部等の増塗りを行う事。（※2）

・施工環境下における温度に留意し、塗布から剥離作業までの養生時間の調整を行うこと。

・塗膜剥離剤の選定は、塗装に影響が少ない水系塗膜はく離剤<中性>を選定すること。

留意事項）

・本工事の剥離剤工法での標準使用量は、施工1回目を1000ｇ/m2・回とする。

　(必要に応じて2回塗布を行う。2回目以降は、使用剥離剤の標準塗布量とする。)

（※3）

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 120g/m2

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗 140g/m2

弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗り 200g/m2

弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗り 200g/m2

弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗り 200g/m2 (素地調整部のみ)

低速低圧注入器具

断 面 図

平 面 図

  約30cm

注入器間隔

注入器

ひび割れ

注入器

ひび割れ箇所シール

取付パイプ

エポキシ樹脂シール材

注入材　　　　
エポキシ樹脂系

開　　　始

ひび割れ部の清掃

注入用パイプセット

ひび割れ面シール

ひび割れ調査

パイプ間隔確認

シール材の養生

注　　　　入 乾燥状態：エポキシ樹脂系

注入量の確認・養生

パイプ撤去

シール材撤去

終　　　了

補修概要図 施工フロー

ひび割れ補修工(注入工法)：HI 1

開　　　始

ひび割面のＵカット

清　　　　掃

プライマー塗布

充てん材の充てん

養　　　　生

終　　　了

10
mm

15mm

充填材(ポリマーセメントモルタル)

施工フロー

ひび割れ調査

ひび割れ補修工(充填工法)：HI 2

ひび割れ補修工(充填工法)…… 1.0mm以上の比較的大きな幅のひび割れ、および遊離石灰により

 工法で、ひび割れに沿ってＵ字形にコンクリートをカットし、
 その部分に補修材を充填する工法である。

 目詰まりが生じ、ひび割れ注入が困難なひび割れの補修に適する
0.2～1.0mm未満のひび割れにエポキシ樹脂系の材料を注入

    　　　　　　　　　　　  して、防水性、耐久性を向上させ、劣化因子の進入を防ぐ
    　　　　　　　　　　　  工法である。

ひび割れ補修工(注入工法)……

断 面 図

補修概要図

縮尺 図面番号 /

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

-

補修工法要領図

16

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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EL.270.000

10
00

38
74

14
74

63
48

20
0 10

00
48
52

14
76

73
28

i=4.9%

30 30

橋　　　長　　20000　(於道路中心線上)

200 支　間　長　　19523 200

桁　　　長　　19923

NO.9 +16.7　　　　 　　　　NO.10
+16.7

A1 A2

均しコンクリート

70
00

▽EL.278.500

▽EL.271.500

(1000) (1700)

(300) (300)

(1
:0

.2
)

(1:0.5)

Fix

Mov

側　面　図

仮設足場計画図（案）

至　穴吹 至　川井

30 30

橋　　　長　　20000　(於道路中心線上)

200 支　間　長　　19523 200

桁　　　長　　19923

NO.9 +16.7　　　　 　　　　NO.10
+16.7

A1 A2

至　穴吹 至　川井

栃
谷

川

平　面　図

昇降装置

仮設吊足場　L=20.0m

枠
組
足
場
 H

=4
.9
m

仮設吊足場　L=20.0m

枠
組
足

場
 L=9.1m

HWL(設計時)
70

06
00

縮尺 図面番号 /

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

図　示

仮設足場計画図（案）

17

S=1:100

S=1:100

(1300)

(4000)

(1300)

(4000)

(1700) (1000)

37
50

87
00

60
0

37
50

60
0

枇杷谷橋　補修工事　概略工程表

項目

共通工

補修
工事

準備工

吊足場設置・撤去

枠組足場設置・撤去

現場測定等

ひび割れ補修工

断面修復工

伸縮装置補修工

排水施設補修工

工程表

1月目 2月目 3月目 4月目 5月目
備考

現場準備・起工測量等

足場設置 片付け等

(製作 約1ヶ月半)

塗装工(支承部含む)

防護柵補修工

足場設置 足場解体

足場解体

吊り足場設置予定期間 約2ヶ月

剥離剤工用養生シート設置予定期間 約0.3ヶ月

枠組足場設置予定期間 約1ヶ月

※( )内数値は、部材直角方向寸法を示す

75
° NO
.1

0

NO
.1

1 T-1(KBM.1)

K-1

K-2

基1-1

標識

バス停留所標識

平成12年徳島県1級基準点(基1-1)

国土調査(KK126-3)

国土調査(点名不明)

灯

600600

8200+2ΔW
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※1　塗装工の剥離剤使用時は別途養生シートを設置すること。
　　 (端部より2m区間とする)

S=1:50 ※ΔW=0.18～0.25m

実施設計図面

徳島県西部総合県民局

美馬市木屋平大北（枇杷谷橋）

一般国道４９２号

Ｒ２馬土　国道４９２号（枇杷谷橋）
　美・木屋平大北　橋梁修繕工事
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